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110年 ほど前、5世 紀 にわたる トルコの圧制が終わ りに近付いたころ、ブルガ リアの有名
な詩人であるプリス ト・ボテフは次のように訴 えました。「ブルガリアはで きるだけ早 くヨ
ーロッパへの道 を辿 らなければならない。間に合わなければ、永久に日本 と並んで、発展不
十分な国 となる」。
約20年 後にもう1人 の有名 な作家、イワン ・ワゾフはこれ とまった く逆の態度 を表しまし
た。すなわち、「アジア諸国のうちもっとも成功で きるのは日本人であるに違いない。政府
も国民も同様に進歩的な精神 に導かれているからだ」。
それは、何 といって も、 まことに予言的な発想であったのですが、あいにく、その動機 と
なったのは、 日本 におけるローマ字への運動でした。つまり、同 じくヨーロッパの文化パタ
ーンに基づいている価値観です。
当時のブルガリアの一番代表的な2人 の作家が日本へ目を向けたのは、少しも珍しくない
と思います。なぜか と言 うと、19世 紀末のブルガ リアと日本 との運命 には共通点が少な くな
いからです。両国 とも、つまり、およそ200年 の鎖国時代直後の日本 も、5世 紀 にわたる ト
ルコ圧制直後のブルガ リアも、ヨーロッパを中心 とする外国の文化を次々 と取 り入れようと
したわけです。
1906年 には日本文学の最初 の翻訳が出版 され、それ は徳富健次郎(蘆 花)の 『不如帰』で
した。重訳で、"Nami-ko"と いう題名です。浪子の悲 しいス トーリー は当時の人の心 を強
く感動させて、長い間ブルガ リアにおける日本 の女性のイメージはその名 と結び付 けられて
いました。似ている事情のなかか ら生 まれてきた当時のブルガ リア文学の女性主人公 をよく
連想 させたからでしょう。で も、残念なが ら、 その最初の出会いは日本研究の動機 にはなれ
なかったのです。それ以来、日本への興味は、 あらゆる政治的、および経済的な情況 に従い
ながら、高 まったり、消 えたりして、ネグレク トと憧れとの問で揺れていました。
しかしながら、詩人のボテフの発言か ら日本研究の始 まりまでには、「早いものに」 と言
うよりも、「ものすごく遅いものに」100年 以上 の月 日が経ちました。
これか ら、この遅れてきた研究者達の問題 について少しばか り考 えてみたいと思います。
でもその前に、 日本研究 とはいったい何であるのかという問題を簡単に取 り扱いたい と思
います。 これはこの日文研 の問題点の一つでもあると思われるか らです。
日本研究 とい う言葉 には狭い意味 と広い意味が含 まれていると思います。狭い意味では、








ですか ら、私 はここで、ブルガ リアにおける日本研究の問題 を段階的に、つまり、広い意
味での研究か ら狭い意味での研究へ と、およばずながら考察させていただきます。
研究の基礎、あるいは、その結果の表現 になっている、 日本 についての出版物 を次の3つ
にわけて取 り扱いたい と思います。すなわち、① 日本 を紹介す る本、② 日本文学の翻訳、③
教育 と専門研究、 という3つ です。
ブルガ リアで出版 された日本 を紹介す る本 は、日本の政治、経済、地理、社会、文化、日
常生活等の分野に触れていて、そのなかには紀行文や外国語か らの翻訳 も少な くありませ
ん。 ブルガ リア人によって書かれた本 と外国語か ら訳された本 は、あわせて100冊 以上 もあ
ります。
最初の本、『日露戦争 と国際法』 という本 は、1904年 に出ました。一番新 しい本 は、1989
年に出版 された 『日本 ・さむらいの刀か ら人工インテレクトまで』です。
全部 の100冊 以上 の本 には触れ られませんし、触れる必要 もないでしょう。ですか ら、こ
こで一番話題 になった本 を簡単に紹介しましょう。
1972年 に初版(1987年 に再版)さ れた ミラン ・ミラノフ氏の 『日本 ノー ト』 は注目すべき
本の一つだろうと思います。著者 は1970年 、大阪万博の時に、1年 間 ぐらいブルガ リアの代
表 として 日本に滞在 し、帰国後、 日本の高度成長のシンボルになった大阪万博をはじめとす
る日本の印象 をまとめて本 にしたのです。執筆動機 は日本の高度成長の要因を探 ることなの
で、本の中心になってきたのは、経済、政治、社会、歴史等の問題です。他の人の本を参考
にして、著者 自身の発見 とオ リジナル ・アイデアがほとんどないと言 って も過言ではないの
ですが、そのつもりはなかったようです。「私にとって日本 という国は真珠を作 る貝 と同じ
です。真珠が見 られるには、それを貝か ら取 り出さな くて はな りません。で も、そうした
ら、貝 を殺すことになるのです」 とは、本の最後の言葉です。
一方、1985年 に出版 された 『日本、そのまま』 という本 の著者、ジャーナリス トのマル
コ ・セモフ氏 は 「貝を殺す」おそれをぜんぜん感 じていなかったらしいです。 日本滞在 も1
週間ほどと短かったし、参考本 もあまり使わなかったか らでしょう。 日本は、警察官等のよ
うな公務員以外の人は年金 をもらわないって。 日本のサラ リーマンは普段仕事が終わってか
ら、スーパーで買物をして、買物の袋を持って 「トルコ」へ行 くんですって。 こういう 黙発
見"は 外 にもいっぱいあるのですが、 これで遠慮 させていただ きます。私の知 り合いで、ブ
ルガ リア語のできる日本人がその本を読んで、著者 に決闘を申 し込 もうとするほど、怒って
きたのです。
あいに く、『日本、そのまま』 という本は、今 まで出版 された日本の紹介の本 のうちでは、
一番成功 したものです。今年再版されましたし、発行部数 も一番多いのです。なぜか と言 う
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と、著者が日本の事情 を背景にして、ブルガ リアの政治、経済等の欠点を批判しているか ら
で しょう。政府によって出版を禁止 されたという噂さえも一時広がったので、それ は言うま
で もな くすごい宣伝 になりました。結局、 この本 は 『日本、その まま』 と言 うよりも、「ブ
ルガ リア、そのまま」のように読 まれて、読者 に反響を呼び、大変 うけたのです。
話題になった本のもう一つは、ナチ ョ・パパ ゾフ氏の 『日本 ・さむらいの刀から人工イン
テレク トまで』(1989年)で す。それは一番詳 しくて、参考本の付録 も付いているのです。
日本の経済、科学、技術等における飛躍的な進歩の要因を追求 しながら、日本の先端技術、
品質管理、生産の運営等の問題が取 り扱われています。著者は駐 日ブルガ リア大使 をしたこ
ともあるし、長い間ブルガリア ・日本経済協力委員会の会長 もしていたので、情報 もたくさ





日本 を紹介する本 は直接的に日本研究には属さな くても、少な くとも研究 の背景を作 るに
は貢献で きると言 えるで しょう。つまり、一般的な情報が普及されると、 より専門的な問題
への関心 も現れて くるわけです。
しかし、 もしこういう本に間違いがた くさんあれば、それ は日本への理解 というよ りも、
日本への誤解をもっと深 くする恐れがあります。
はっきり言います と、ブルガリアで出版 された日本の紹介の本 は、日本研究への門を開 く
という役割を完全に果たせなかった と思います。なぜか と言 うと、次のような理由が挙げら
れると思います。
日本を紹介する本 は、日本への関心を高めつつあり、日本への関心が高いことから生 まれ
て くるのです。つまり、社会の要求への答えとして出て くるのです。ですか ら、紹介する国
というよ りも、出版する国の政治的、経済的、社会的、思想的、文化的等の問題 と密接に関
連 してい ると言 えるで しょう。そのために、『日本、その まま』のような本 は、「ブルガ リ
ア、そのまま」の本にな りうるのです。
もう一つの理由は著者 は日本知識が不十分なためです。た とえ、まじめな人であって も、
またまじめに他の本をた くさん読んでも、 どれが一番重要であるか、どれが代表的な特徴で
あるか、そうい うことが分か らなければ、足 りない部分 も、欠点 も、誤解等 も生 じて くるで
しょう。
日本の紹介の本を書 くのはやさしく見えるのですが、 日本の知識 を深 くすれぼす るほど、
こうい う本 は書けな くなると思います。 日本 に4、5日 ぐらい滞在 した人は本 を書いて、
2、3週 間 ぐらい滞在 したら、い くつかの記事を書いて、数か月滞在 したら、記事を1つ ぐ
らい書いて、もっと長 く滞在したら、何も書かない、 と日本学者の間ではよく言われている
ことです。 日本 と日本研究 に一生をかけた人だけが書けるのでしょう。ですか ら、 こういう
人が現れないかぎり、欠点 だらけの本の出版は避 けられないことでしょう。
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それ故に、日本研究の歴史があさいブルガ リアでは、 日本の紹介には、日本を直接 に紹介
する本よりも日本文学の翻訳の方が貢献 してきた と考えています。訳された文学作品そのも
のはもちろん、詳 しい前書 きも日本文化の理解への鍵になってきたと思います。
日本文学の翻訳にも2つ の段階があると言 えます。一つは重訳の段階で、 もう一つは日本
語からの翻訳の段階です。
重訳の段階で一番注 目すべ きものは、ニ コラ ・ジェロフ氏の日本ポエ トリの翻訳であると
思います。彼は3冊 の本 を出して、3冊 とも再版 されました。『青い時』(初 版1922年)は4
回出て、『大和の歌』(1937)と 『咲 いた枝』(1938)は2回 ずつ出版 されました。その3冊
には、『万葉集』か ら与謝野晶子の詩 までの日本の代表的な ものが入ってお り、当時のブル
ガ リアの詩人達に影響 を与えたそうです。重訳 なので、和歌が長歌 になったり、俳句が新体
詩になった りする例 も少な くないのですが、全体 として日本のポエ トリの雰囲気をよ く伝え
ています。
オ リジナルか らの最初の翻訳 は1977年 に出版 された川端康成の 『雪国』 と 『千羽鶴』(ボ
イカ ・エ リトワとゲオルギ ・ス トエフ訳)で す。あれから13年 ばか り経ちましたが、 このよ
うな短期間にただ数人 の翻訳者の力でおよそ40冊 ぐらいの翻訳書が出て きたのは、記録的な
ことと思われ ます。翻訳されたもののなかには、現代文学の小説が一番多いですが、古典文




たとえば、川端康成の 『山の音』(ド ラ ・バロワ訳)と 『美しい日本の私』(ツ ベタナ ・クリ
ステワ訳)、 有島武郎 の 『或 る女』(ベ ラ ・ブ トワ訳)、 芥川龍之介の 『闇中問答』『河童』
『歯車』『或阿呆の人生』等を含む選集(バ ロワ訳)、 谷崎潤一郎の 『春琴抄』『刺青』等の選
集(ブ トワ訳)、 夏 目漱石の 『こころ』(バ ロワ訳)、 志賀直哉の 『暗夜行路』(ネ リ・チ ャラ
コワ訳)、 井上靖の 『通夜の客』『闘牛』等の選集(バ ロワとブ トワ訳)、 井伏鱒二の 『黒い
雨』(バ ロワ訳)、 遠藤周作 の 『海 と毒薬』(バ ロワ訳)、 太宰治の 『斜陽』(ク リステワ訳)
等が挙 げられます。
現代作家のうち、一番 よく訳されたのは、たぶん安部公房で しょう。『他人の顔』(バ ロワ
訳)、、『燃えつきた地図』(ル ジツァ ・ウグリノワ訳)、 『砂の女』(1991年 出版予定)の ような
長編小説 と同時に、雑誌 に載せ られた短編 も多いし、『友達』(バ ロワ訳)と いう戯曲は今年
の3月 にソフィアのある劇場で上演 されて、それは日本の戯曲の初上演 とな りました。安部
公房がブルガ リアでそんなに有名 になってきたのは、2つ の理由があると思います。その一
つはいうまでもな く、安部公房の作品が全世界の人々に訴 えているとい うことにあるのです
が、もう一つの理由として ソ連における出版活動の影響が挙げられると思います。つまり、
ロシア語への翻訳が数多 く出たうえ、ブルガ リアにはロシア語の本屋がた くさんあったた
め、大勢の人 に読 まれて、出版社の人 も読者 もブルガリア語への翻訳を期待するようになっ
てきたわ けです。
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長い間ブルガリアのさまざまな分野 において、 ソ連への依存があ り、翻訳活動も例外では
なかったのです。禁止された本 はその例 の一つであったと言えるでしょう。幸いに、日本文
学のなかに禁止された作品はほとんどなかったのですが、例外は、三島由紀夫です。彼の最
初 の翻訳、『金閣寺』(バ ロワ訳)は 去年やっと出版されました。
もっとも有名な作家 と作品を翻訳す るのはもちろん、できるか ぎりロシア語をはじめとす
る他の外国語 には訳されていない作品 を翻訳 しようとすることが、 この遅れて きたブルガ リ
アの翻訳者の原則の一つになってい ます。その例 として 『秋風記』 という題名の日本現代文
学の短編集(ク リステワ編集)を 紹介させていただきます。その本には、他の言葉に訳 され
た短編(林 芙美子の 『晩菊』、安岡章太郎の 『ガラスの靴』、丹羽文雄の 『厭が らせの年齢』、
遠藤周作の 『肉親再会』、大江健三郎の 『他人の足』、有吉佐和子の 『地唄』)と 並んで、は
じめて外国語に翻訳されたと思う短編(太 宰治の 『秋風記』、大岡昇平の 『神経さん』、志賀
直哉の 『好人物の夫婦』、井上靖の 『道』)も 入っています。
日本現代文学のブルガ リア語への翻訳が数多 く出版 されることに、一一番大 きく貢献 してき
たのは、 ドラ ・バ ロワ氏に違いあ りません。彼女 は1981年 か ら 「ナロドナ ・クル トゥーラ」
という外国文学専門の出版社に勤めていて、 自分でもた くさんの翻訳 をしたり、他の人にも
仕事をさせたり、 日本文学の翻訳が出版社の計画に入 るように、一生懸命に努力 した りして
きたのです。
現代文学の翻訳に比べて古典文学の翻訳が まだ少ないのは、当然のことと思われます。一
番大 きな理由は翻訳者が1人 しかいない ということです。古典文学の翻訳 も現代文学 と同 じ
ような原則 に基づいているのです。すなわち、①オ リジナルか ら翻訳すること、②代表的な
作品であること、③できるかぎり、他の外国語 にはあま り翻訳 されていない作品を選ぶ こ
と、④作者 と作品、及び、当時の文化の特徴 を紹介する詳 しい前書 きを付 けることな どで
す。た とえば、1985年 に出た清少納言の 『枕草子』が英語にも、ロシア語等 にも翻訳されて
いるのに対 して、ブルガ リアにおける日本古典文学の最初の翻訳になった後深草院二条の
『とはずがた り』(1981年 、 クリステワ訳)は 、 日記文学の代表的な作品であるにもかかわら
ず、 日本 にも未 だによく知 られていないようです。
最後になりますが、ブルガリアにおける日本文学の翻訳のもう一つの特徴を指摘してお き
たいと思い ます。それは発行部数のことです。今 までブルガリアでは翻訳文学がかな り多 く
読まれて きたのはなぜか、 という問題は別 として、 日本文学への関心はまことに信 じられな
いほど高かったということを強調 しなければなりません。約900万 人の人 口のあるブルガ リ
アでは、 日本文学の本は4万 部 ぐらいで出た り、それ に、短い間に売 り切れになった りして




が挙 げられます。 もう一つには、翻訳 を通 じて日本に関 しての情報が重なってきて、それに
基づいて専門的な研究 も可能 になるというような役割 もあるのです。たとえぼ、『とはずが
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たり』の翻訳が出たら、日記文学の特徴 についての論文を理解で きる人 も現れて くるでしょ







ブルガ リアは何 も知 られていないか ら、 どんな研究でもいい とい う考え方に基づ くもので
す。 しか し、それは、遠慮せずに他の人が書いたことを繰 り返 して、Plagiarismだ らけの
論文 と本 を書 く危険をはらんでいるのです。残念ながら、 このような論文や本 さえも、 ブル
ガリアではもう出てい ますが、その題名 と著者 の名前 は、ここで は遠慮 させていただ きま
す。なぜかと言 うと、著者 自身が自分のや りかたが正しいと考 えているかも知れないからで
す。
もう一つは、ブルガリア国内だけではな く、幅広い日本学者の世界に、およばずなが ら貢
献 しようとする道なのです。それはどうやって実現できるのか、 とい う質問 に答 えるため
に、最初 にブルガリアの日本学者が直面 している問題点、または研究の相手等について少 し
ばか り考 えてみたい と思います。





がなければ、昔のauthorityへ の依存 もないし、ぜひ とも守 らなければならない研究パター
ンもないので、研究の自由があるわけです。 これは何よりも先ず、研究方法の自由を意味 し
ています。でも、 このような自由にも制限があ り、それは主 として、研究の目的と研究相手






ならない と思います。それらはディスカッションと意見交換の場 になって くるか らです。 こ
の関係で今 まで私達にもっとも協力 して くださったのは、国際交流基金 とヨーロッパ日本学
研究協会(EAJS)で す。
しかし、 こういう所で他の国が作 り出した日本学の伝統的なアプローチを真似 した ら、面
白 くもないし、申し訳ない ことにもな ります。
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以上に述べ られたような研究相手の2つ の特徴 を調和させて、結び付 けられるのは、現代
理論(moderntheory)に 基づ くアプローチであると思います。つ まり、ヨーロッパの文化
パターンを中心 とするアプローチの制限を乗 り越 えようとしている理論の ことです。
このようなアプローチを使 うなら、 日本学の研究の歴史が ある国で発表 をして も面 白い
し、ブルガリアで も理解 される可能性が増えて くるで しょう。それに一番大事なのは、この
アプローチによって、世界の文明を背景 に日本文化の特徴 を明確にさせるために貢献で きる
のです。研究の意味 は結局そこにあると言えるでしょう。アメリカのような日本学の伝統が
ある国々でも現代文化論が最近 日本研究にも応用されるようになって きたのも、 このアプロ
ーチの応用性 の証拠の一つ として挙 げられるでしょう。
研究の内容を紹介する前に、 もう一つの視点か らこのアプローチのメリットを考 えてみた
い と思います。それは理論に挑戦することになります。つまり、変形文法、構造論、記号論
等のような現代文化論はヨーロッパの文化パターンの影響を逃れようとしても、研究の基礎
になっているのは、主 として西洋のテキス トなので、異 なった文化の特徴が説明で きる






これか ら、ブルガ リアの日本学者が追求 してきた主な研究テーマを簡単 に紹介させていた
だきます。
文学一 日本の日記文学、随筆 とヨーロッパの自伝、エッセイ との比較研究、「物語のでき
はじめ」である 『竹取物語』のpatternofsignification、 『とはずがた り』 と 『源氏物語』
とのintertextualrelations、 日記文学 における文芸時間(GerardGenetteに 基づいて)、 ア
リス トテ レスの論 を初め とするヨーロッパの暗喩論(メ タファー)と 日本文化 における暗
喩、originarymetaphorと しての和歌における 「袖の涙川」の表現(Derridaに 基づいて)、
世界文化 にお ける主な文化パターン(「文法向き」のパターンと 「テキス ト向き」のパター
ン、Y.LotmanとU.Ecoに 基づいて)等 の研究です(ツ ベタナ ・クリステワ)。
言語学一 日本語 とブルガリア語 との音韻論的な比較研究、 日本語 の音韻論的な特徴一音素
と音節について(ブ ラティスラブ ・イワノブ氏)、 日本語の動詞の活用タイプ(イ ワノブ氏
とエレオノラ ・ヨフコワ氏)、 日本語の授受動詞の機能 と意味(ヨ フコワ氏)等 の研究です。
日本の現代史 と社会学一日本社会における女性運動、 日本の現代社会における科学 ・技術
革新 と伝統文化 との問題(ネ リ ・チャラコワ氏)、 日本 と東南 アジア、日本 と中国との関係
の現状 と見通 し(ボ リャ ・アルギロワ氏)等 の研究です。
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ブルガリアの日本学者 と日本文学の翻訳家達等の共通問題 として、日本語のことばと名前
等をブルガ リア語文字 に写す方法の問題が挙 げられ ます。これは音韻論的な問題でもあり、
文化的な問題でもありますから、共同研究の論文 も出ています(イ ワノブ氏、シルビア ・ポ
ポワ氏、クリステワ)。 トランスクリプションの問題 は、何 よりも先ずそれぞれの国語の特




なのです。芥川龍之介 はそのままでいいけれ ども、三島由紀夫 は由紀夫 ・三島で も差 し支え
ないとい うようなやりかたにはどんな学問的な根拠があるのでしょうか。 しか し、 こういう
行 き詰 まりになったことには、外国の研究者のみならず、 日本人にも責任があるのではない
かと思われます。
さて、ブルガ リアにおける日本学の中心 となって きたのは、 ソフィア大学の 日本学科で
す。その他 には、科学アカデミーに属している研究所にも幾人かのジャパノロジス トが勤め
ています。 しか し、ソフィア大学 に勤めていない人達 も非常勤の講師として日本学科の仕事
に協力 しているのです。現在ブルガ リアの一番優秀な日本研究者 は、力を合わせて、ある程
度は自分の研究 も犠牲にして、 日本語 と日本文化の教育 に、全力 を尽 くしているのです。そ
のきっかけになったのは、1990年9月 にソフィア大学で 日本学科が独立 した ということで
す。
ブルガ リアで日本語の教育が始まったのは1968年 です。それはソフィア大学での夜間講座
で した。 ソフィア大学の学生 に限 らず、他の大学、研究所、会社等をはじめ とする一般 の市
民 も参加で きるような仕組みになっています。そのため、参加者 の数 はきわめて多 く、日本
への関心の増大 とともに増加 して きたわ けです。毎年少な くても100人 ぐらいの希望者がお
り、200人 以上 もきた場合 もあ ります。 しか し、3年 間の講座なので、最後 まで勉強 しつづ
ける者 は1割 ぐらいです。従って、この夜間講座 は日本語 と日本文化の普及には重要な役割
を果たしているのですが、効率が低いため、 日本研究の発展にはあまり貢献 しているとは言
えないわけです。
日本学科 は古典 ・新 フィロロジーの学部に付属しているので、教育 は学部のパターンに従
わなければならない規則があります。つまり、フィロロジー(言 語 と文学)の 学部なので、
日本学科の中心になっているのは、日本語 と日本文学です。 しかし、 日本関係 の教育 は他の
所では行われていないので、日本語 と日本文学のみならず、 日本の歴史、宗教、哲学等 も教
えられてい ます。
ブルガ リアにおける大学教育システムは日本、アメ リカ等の教育制度 とは違いますか ら、
主な違いに簡単 に触れてみたい と思います。
学部教育 は5年 間で、B.A.とM.A.と は一緒 になっています。教育課程は3つ の段階 に
わけられています。第1の 段階で言語学論、文学論等のフィロロジーの基礎的な知識(必 須
科 目として)を 受けて、第2の 段階で日本語や日本文化等について基礎的な知識(同 じく必
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須科 目として)を 受けて、第3の 段階で4つ の分野(日 本語の言語学、日本文学、日本文
化、日本の社会論)か らどれか1つ を選んで、専門別 の知識 を受 ける仕組みになってい ま
す。必須科目と選択科目と同時に、日本学科の学生 は1年 生から5年 生 まで日本語 もずっと
勉強す ることになっています。1年 生 は週 に14時 間、2年 生、3年 生 と4年 生 は10時 間ず
つ、5年 生は週に6時 間です。希望したら、他の学科 と学部の講座 も受けられるのですが、
ひまがあ まりなさそうです。最後に、ジャパノロジス トとしての卒業証を受 けるために卒業
(M.A.)論 文 も書かなければな りません。
以上のような大学教育システムはきつ く感 じられ るかも知れませんが、学生 に面白 くて価
値の高い教育を受 けさせるには、先生達は大変苦労 しな くてはな りません。必修科目の内容
を面白 くした り、選択科目を多様化 したりするためには、非常な努力が必要なのです。幸い
に、スタッフの人 はまだ若 くて、全員、常勤 も非常勤 も同様に熱心に仕事 をやっています。
次に日本学科のスタッフを簡単に紹介いたします。
・Dr.TzvetanaKristeva一 日本学科の主任教授















そして、1astbutnotIeast、 国際交流基金か ら派遣 された真崎光晴先生です。
去年の9月 に入学した日本学科の 黙初"学 生は9人 しかいませんが、彼等が卒業したら、
日本語 と日本文化の教育や 日本研究等 も一層普及されるでしょう。
そして、それが実現で きるまで、ソフィア大学で は、一般の市民向きの夜間講座 と優秀な
学生向 きの日本学科 とで、数人のジャパノロジス ト達が努力 しつづけるしか方法がないので
す。
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